
段
位
底
械
に
つ
い
て
も
部
品
川
出
し
て
ま

い
D
ま
し
た
@
体
臼
門
官
血
診
療
所
が
開

設
百
れ
ま
す
と
、
応
泊
処
援
を
す
る

，
一
択
救
ぺ
h
u
"

が
制
度
氾
し
て
い
き
ま

す
。
げ
ん
?
と
で
、
と
む
L
伴
う
次
の
段

陪
、
つ
ま
り
J

、
出
状
に
応
じ
て
阪
町
交

ぷ
健
と
露
。
ご
つ
の
分
霊
山
北
側
じ
雪
、
神
奈
中
パ
ス
霊
長
は
、
一
一
隅
部
分
自

n
保
健
セ
Y
宇

“

け

λ
れ
で
き
る
し
く
み
皇
室
し

せ
も
ワ
己
の
臆
設
は
、
名
標
か

po
持
続
行
事
」
、

M

存
日
野
中
学
税
制
一
M

が
四
月
二
日
か
ら
、
福
田

dhn泣
た
。
図
の
よ
'ZL救
急
民
一
揮
の
体
系
を

お
わ
か
り
の
よ

2
h
市
民
の
救
出
産
下
車
帯
分
の
と
ζ
ろで一
f
o
建
設
工
事
長
高Y
開
所
a
は
、
第
一
日
曜
口
と
あ
一
本
¢
u
た
も
白
で
す
。

療
F保
健
予
防
活
動
む
揖
と
レ
、
広
も
ほ
ぼ
終
わ
b
、
医
智
お
山
県
の
搬
入
を
た
る
開
問
月
六
日
が
ス
タ
ー
ト
と
な
白
ま
い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、
保
健
と
医

麿
を
同
一
建
物
自
L
併
設
し
た
方
式
は

〈
活
用
し
て
い
く
も
の
で
す
。
行
う
な
ど
受
け
入
れ
拡
制
も
怒
い
つ
つ

7
0

建
議
し
た
と
乙
ろ
は
、
中
農
一
ニ
十
倍
あ
り
ま
す
。
で
は
、
会
的
利
局
方
法
に
つ
い
て
県
下
で
も
初
め
て
自
己
と
で
す
。
し
た

審
+
七
号
で
、
市
立
春
日
野
中
学
校
む
と
の
骨
理
セ
ジ
点

1
の
思
訪
問
始
一
一
二
ニ
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
@
が
っ
て
、
出
荷
の
モ
デ
ん
と
な
w

守
吉

(3月

官

i

M快
適
な
市
{
民
告
を
支
え
る
一
つ
の
施
設
、

n休
日
ρ品
慰
霊

F
が
喜
あ
官
、

A
7
・2
6
官

官
寸
一
月
二
十
九
日
に
漏
出
閉
式
空
間
〈
は
ζ
び
と
な
白
詐
し
J

ち
オ
ー
プ
ン
役
得
つ
ば
か
D
と
な
っ

i
e
官

官
z
z
zた
一
一
階
建
て
出
ζ

の
建
物
の
総
訴
は
、
「
平
塚
市
地
域
ま
瞭
管
理
セ
ジ
b
M
1
」
と
決
ま
れ
J

ま
2
2
官

官
:
2し
た
。
ま
た
、
〕
階
部
分
は
「
休
5
急
患
診
設
所
」
、
二
務
部
分
は
「
保
健
セ
y
h
F
l」
と

22・官

官
2
8
3
い
う
す
ブ
名
訴
を
舟
け
ま
し
た
。
と
の
建
物
白
内
容
に
つ
い
て
は
で
月
辱
で
お
知
ら
せ
1

留
守
iAH

A
M
-
-
-
し
た
が
、
合
月
は
、
手
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
ふ
れ
て
ぶ
る
こ
と
一
応
νFUF32gew--iiE
官

人

投

脅
か
ら
は
、
選
セ
ン
タ
i
で
一
語
大
量
喜
章
童
書
・
聾
堀
誠
も
行
わ
れ
る

一一品~
F、

ま
ず
、
必
臼
お
鼠
訟
指

F
で
す
所
は
あ
可
ま
で
も
口
J
M

震
が
対
象
で
、
応
く
と
き
は
、
必
ず
儲
既
保
険
況
を
詰
持

が
、
乙
の
名
称
白
よ
豆
に
診
開
館
は
休
日
『
あ
処
置
を
す
る
と
乙
る
で
す
。
し
た
ち
ぐ
だ
さ
い
。

(
昼
間
)
の
魚
患
者
取
旦
吸
う
ζ

と
に
が
っ
て
、
初
診
、
再
来
と
い
っ
た
よ
古
書
患
が
対
象
乙
の
診
蝶
所
は
M

急

な
り
ま
す
。
ま
た
、

ζ
の
診
掠
所
は
、
に
、
体
日
む
と
に
利
用
し
て
い
ぐ
よ
フ
愚
H
4
f
品
川
訣
と
し
た
も
の
で
す
。
通
常
一
方
、

平
塚
市
医
師
会
、
県
歯
制
選
師
会
平
塚
な
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
投
読
も
鼠
低
の
7
J
抑
と
混
同
さ
れ
な
い
よ
吉
、
と
注
の
健
踊
づ
く
り
趨
動
」
白
一
環
と
し

τ

支
部
、
平
塚
中
部
桑
剤
師
会
由

n
一
一
一
師
必
要
一
浪
費
に
と
ど
め
る
予
定
で
す
。
泣
と
む
協
力
を
お
潤
い
し
ま
す
。

ζ

の
京
市
で
は
昨
年
の
八
弓
L
、
「
平
塚
市

会
a
に
逸
品
目
を
お
願
い
す
る
乙
と
に
し
従
来
の
筏
宅
当
語
医
制
は
小
児
叫
と
ζ

は
技
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
も
い
民
心
健
福
岡
を
守
る
推
進
協
議
会
」
を
発

て
お
D
、
当
面
は
択
の
要
議
で
す
す
め
の
有
芯
に
よ
っ

τ行わ
れ
て
き
た
正
宅
え
る
こ
と
で
す
。
安
易
な
f
点
院
内
で
佐
清
足
さ
せ
ま
し
た
。

ζ
れ
は

n
同
分
の
健

る
己
主
L
し
て
い
ま
す
9

4

E

南
区
制
は
、
休
日
急
山
甲
山
八
必
的
問
所
に
啓
す
る
己
と
に
な
り
ま
す
と
、
京
当
に
必
鹿
は
自
分
で
守
る
H

と
い
う
ζ

と
か

詩
療
白
と
詩
壇
時
前
向
日
曜
日
、
祝
一
打
ず
る

ιと
に
な
り
ま
す
。
間
前
な
刀
が
利
同
で
き
な
て
な
る
お
そ
れ
ら
、
健
涙
へ
の
自
ら
の
意
識
を
認
め
て

目
、
年
末
年
始
(
十
一
一
月
二
十
九
告
か
保
険
証
套
お
ず
に
診
時
所
に
行
が
あ
り
ま
す
。
ち
ら
ゐ
う
と
い
う
の
が
れ
ら
い
で
す
。

ら

一

月

一

一

百

〉

で

、

平

日

は

行

い

ま

ぜ

一

、

そ

の

普

及

活

動

の

具

他

的

な

展

開

方

法

ん

。

案

締

法

議

議

丹

J

建

設

こ

と

し

て

、

費

以

堅

持

窓

会

主

義
時
間
は
、
原
則
と
し
て
受
け
付
げ

A
l
i
-
、
白
ご
ま
品

{
3
3
i
d
F
t

君
"
鍵
譲
普
及
予
を
委
嘱
す
る
チ

が

午

前

九

時

一

ニ

十

分

か

ら

毎

回

時

一

一

一

九

月

ま

で

の

日

程

決

ま

る

宅

準

備

を

す

す

め

て

い

ま

す

。

十

分

ま

で

で

、

診

療

は

午

前

十

砕

か

ら

と

こ

ろ

で

、

一

晃

鑓

廉

な

よ

う

で

、

午

皆

五

時

ま

で

で

す

。

沼

L
J
一
計
部
分
の
H

保
健
セ
シ
Mm
ー
な
ど
E
計
画
し
で
い
き
ま
す
。
ず
で
鍵
扇
で
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

刷
用
で
き
る
と
容
お
子
苧
ん
が
急

1

H

で
す
が
、
と
と
は
い
わ
明
る
保
健
に
九
月
ま
で
の
臼
判
明
も
決
ま
れ
ν
ま
し

H
半
程
康
人
。
と
い
う
の
だ
そ

5で
す

に
熱
を
出
し
た
り
、
お
践
が
捕
〈
な
っ
活
動
白
拠
点
と
も
な
る
と
ζ
ろ
で
す
。
た
。
七
ペ
ー
ジ
に
朽
事
内
容
を
掲
載
し
が
、
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

た
担
、
あ
る
い
は
指
が
痛
く
寝
る
な
成
人
病
鍵
診
、
育
児
相
談
、
一
歳
六
か
て
あ
主
子
。
む
品
世
間
く
だ
さ
い
。
栄
盤
と
運
動
、
そ
し
て
休
養
と
い
っ
た

ど
、
急
に
悼
の
具
合
い
が
加
盟
く
な
っ
た
月
間
九
億
診
、
母
現
裁
実
初
妊
掃
を
対
と
く
あ
た
り
幸
一
え
の
ζ
と
が
、
な
か
な

と
歪
で
す
。

ζ

れ
は
大
人
の
場
合
も
同
象
と
し
た
安
産
教
室
、
血
圧
検
診
、
予
と
の
よ
主
に
、
地
域
医
療
管
理
セ
ジ
か
実
行
に
移
せ
な
い
と
い
う
の
が
京
音

ち
で
す
。
防
接
種
、
消
手
議
、
震
領
誕
(
毎
夕
ー
の
開
設
に
よ
っ
て
、
市
民
の
健
康
で
し
一
否
。
重
い
に
少
し
で
も
理
想

連
絡
の
方
法
訟
棒
読
に
語
世
話
〈
担
週
十
両
曜
日
)
、
さ
ら
に
は
健
長
セ
ミ
ナ
管
雨
戸
ぽ
よ
り
万
全
に
な
D
ま
L
た
し
、
に
近
づ
く
税
引
力
を
し
た
い
も
の
で
す
。

1
0
一
三
一
〉
ず
る
か
、
宮
崎
誠
所
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

静
噴
和
信
小
児
斜
、
内
斜
、
鵠
耕

で
、
投
議
も
行
い
ま
す
。

ζ

の
ほ
か
の

斜
自
に
つ
い
て
は
、
診
器
所
の
医
師
が

間
内
の
品
践
を
招
介
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
1
0

銀
山
司
援
部
診
瞭
に
あ
た
る
絞
師
は

炭
附
九
日
と
指
内
民
間
会
、
そ
れ
に
袈
剤

師
白
金
時
に
よ
る
斡
話
制
で
、
民
師
一
一

へ
、
指
制
医
師
一
人
、
議
却
前
二
人
が

島
た
白
ま
す
。

継
続
詩
需
は
で
君
な
い
と
の
合
議

ゃん
風船が取!J持つ域で、鏑倉市にお住まい¢岩下シゲ

さん仁81講コとむ交流が続いている揖島ノj畦1-:校の様子

を、 I'{l技泡盛主告長の磯村成長提君から伝えてもらった。

Y 
q
j
-
-
J
、
心

r

肺
門

;iifHjjjajjj議語FFiji一陣一一 Tfj:: JWJ 亦必〈
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誠
一
シ
y
ナ
1
、
ト
ル
エ
ジ
白
乱
司
畢
平
均
棋
市
の
蝿
由
、
環
境
浄
化
関
白
地
と
の
抑
制
れ
ぞ
ネ
ん
と
か
ミ
い
止
め
る
手
同
そ
由
宇
抽
出
と
し
て
去
る
二

時
一
九
行
為
、
強
盗
、
韓
人
と
、
そ
の
警
選
暴
力
を
は
じ
め
、
自
雲
な
ど
票
方
策
は
な
い
も
の
か
i.
そ
t
F
5
月
二
十
一
日
襲
撃
弱
い
て
震
の

叫
…
援
も
等
化
を
極
め
て
い
る
。
間
団
体
白
聞
で
も
呉
律
的
な
活
動
が
み
む
き
が
治
内
に
台
頭
し
た
。
品
川
綜
在
し
た
。
講
踊
に
草
場
輔
察
署
関

取
一
「
C
れ
が
青
少
年
一
非
行
か
」
と
、
思
ら
れ
、
そ
の
国
策
も
あ
ら
わ
れ
て
垂
て
そ
四
一
つ
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
協
議
会
司
勇
議
部
補
と
市
青
少
年
謀
長
を
招
い

同
一

2
弘
津
、
f
，
z

"

い
る
が
、
発
行
化
は
そ
白
現
力
者
上
回
{
識
長
名
常
信
光
氏
〉
で
は
、
当
面
に
た
こ
の
研
鵠
会
科
、
は
、
低
年
齢
化
が
す

ご
一
一
時
イ
三
河
川
る
早
宅
一
進
ん
で
い
る
む
が
現
状
。
白
隠
婚
を
最
重
点
に
哲
彦
る
こ
と
す
今
で
い
る
ζ
と
、
高
妻
、
芸

尽
昨
年
申
書
室
見
で
も
記
る
と
一
，

1
4ん
』

川

三

次

季

語

感

轟

際

協

覇

襲

警

監

書

な

と

2
2
2議

お
り
交
通
霊
八
百
九
十
五
件
白
う
ち
一
'
可
制
三
一
む

41丸山一
%jr議
開

麟

輔

騨

轟

轟

轟

盤

的

嵐

織

が

充

ち

ょ

で

あ

る

こ

と

、

女

一
番
多
い
の
が
出
合
い
襲
警
一
言
一
語
拘
一
作
組
饗
燈
襲
韓
議
離
輯
輯
輔
轍
酢
齢
鱗
輔
輔
鶴
子
の
非
行
が
増
ぞ
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が

一
平
田
仲
二
番
目
が
追
突
喜
一
一
一
十
一
議
為
一
h
h

り

覇

護

審

議

覇

盟

問

通

襲

覇

防

護

さ

れ

、

当

市

も

モ

の

例

外

で

は

な

九

件

、

量

白

書

長

時

的

豊

重

一

地

明

治

取

麟

麟

欝

縄

問

げ

し

齢

臨

調

イ

メ

;

機

購

輯

耐

え

ケ

i
ス
世
あ
げ
て
一
四
説
明
一

喜
一
一
一
角
田
番
白
主
義
の
問
題
一
世
時
'
'
~
一
麟
鰯
鱗
鰹
轟
骸
擁
護
欝
グ
鱗
鱒
輔
叫
!
と
再
認
識
の
う
な
づ
き
が
見
ら
れ

衝
突
で
芸
十
件
と
、
ほ
と

ιど
が

章

一

お

話

M

h

γ

嬢
灘
畿
綴
務
係
緩
ん
寄
ら
〉
還
し
線
、

J

季

語

溢

叫

た

持

率

い

ワ

一

返

り

患

っ

角

道

一

ル

ペ

桝

ん

い

ニ

一

鱗

鱗

鶴

盟

騨

飴

監

護

欝

可

¥

メ

代

錯

d
i訪
問
問
白
川
村
村
山

1
u
引

き

て

い

る

。

一

り

い

甑

制

約

ロ

モ

麟

麟

鱗

麟

鞠

輯

み

鱗

齢

麟

麟

リ

ル

必

ず

j

ぺ
倒
錯
晋

腕
て
が
詩
作
守
諮
問
一
山
瞳
政
懇
麓
饗
調
難
鱒
鶴
一

7
2
m訪れ
り
れ
ば
己

ご

六

件

、

県

警

八

十

四

件

に

対

比

市

一

段

帯

数

噛

鱗

鱗

難

諸

島

イ

麟

瞬

協

墾

湘

1
0
l
o
l
o
i

令

書

五

百

五

十

一

言

と

夫

幅

議

室

一

山

日

プ

日

山

麓

欝

燐

ιぃ覇
基
議
議
欝
輯
襲
撃
襲
撃
如
意
な
ぐ
春
休
み
に
ま
。
春
先
君

肘

示

し

て

い

る

。

一

YLU一
川

襲

撃

JZ》

襲

撃

覇

襲

撃

警

三

は

非

行

の

芽

も

伸

び

管

室

。

子

供

問

マ

l
キ
Y
グ
作
戦
突
今
回
と
り
あ
一

2
1
2三
村
畿
襲
警
鵠
野
義
組
婚
議
翻
鵠
摺
韻
炉
二
、
月
一
院
さ
ん
の
身
の
回
り
白
変
化
に
気
付
く
の

問
え
ず
表
示
す
る
と
己
ろ
は
、
車
、
間
一

2
2
5…
起

き

て

い

議

難

問

欝

襲

撃

壊

;

¥

い

出

向

家

族

が

一

番

単

い

。

「

う

ち

の

子

了

、

i蓄
の

問

地

区

で

ふ

一

奇

襲

撃

認

韓

議

一

議

離

¥~ν

誌
に
限
っ
て
」
と
い
亘
書
は
許
さ
れ

限
断
重
富
市
の
な
い
道
路
二
百
か
所
一

b

な
ぜ
。
活
躍
警
と
い
っ
〆
う
え
に

f
J
v
r間
欝

論

韓

議

離

輯

欝

ヤ

畿

な

い

。

浦
と
な
っ
て
い
る
。
一
高
題
に
き
白
書
は
あ
る
が
、
な
外
¥
ご
わ
に
ご
銭
感
韓
議
髄
~
議
麟
観
顕
醗
額
際
機
磯
地
域
ぐ
る
み
の
重
量
老
広
げ
て

惜

ど

5
か
み
な
さ
ん
、
ζ

白
票
章
一
か
な
か
解
決
議
室
見
い
出
せ
な
い

-LZrkrrJノ
議

選

…

:

襲

襲

襲

襲

霊

童

符

言

。

た
ら
学
保
持
と
一
時
停
止
を
し
、
安
一
、
ミ
言
語
、
ミ
ミ
言
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
言
、
言
、
君
主
ミ
、

5
5ミ
ミ
ミ

5
5ミ
ミ
ミ
ミ
号
、
ミ

5
5
3ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

会
在
確
認
し
て
か
ら
通
行
し
て
い
た
だ
一
少
し
減
っ
て
い
る
.
乙
れ
は
、
晶
子
校
や
一
れ
か
ら
も
子
供
が
安
心
し
で
通
学
官
垂
回
っ
た
卓
例
が
十
二
件
も
あ
る
こ
と
。

E
一
マ
王
ぷ
ら
な
べ
に
拍
を
入
れ
て
、
滋
度

昨
年
喜
男
重
宝
し
た
交
通
事
十
五
人
て
撃
に
比
較
す
る
と
量
一
を
投
入
し
て
マ
i
キ
Y
グ
作
戦
(
護
一
ぎ
た
い
。
一
父
兄
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
長
一
ま
う
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
益
事
一

2で
火
災
に
な
っ
た
の
か
、
奪
三
が
上
が
る
ま
で
、
そ
の
雪
離
れ
て
曲

空
会
話
、
発
生
件
数
八
百
幸
一
事
故
伴
宅
、
四
件
、
死
章
一
一
人
、
重
一
室
替
市
)
書
う
と
と
に
な
っ
た
。
一
車
、
草
案
ひ
出
し
事
在
、
一
い
雲
監
た
も
の
と
忌
わ
れ
る
。
ζ

一

宅

一

E
そ
の
豊
島
幸
る
の
で
、
み
白
雨
事
き
て
い
た
た
め
、
ガ
ス
コ
y

語
、
死
者
八
人
、
車
護
者
一
千
五
軽
重
ハ
十
五
人
と
い
ず
れ
も
前
少
L
一
マ
1
キ
Y

グ

作

戦

と

は

、

道

路

ぷ

一

一

な

え

も

こ

れ

か

ら

義

一

番

童

話

一

口

安

部

火

し

て

火

災

に

な

っ

た

。

て
い
、
ζ
喜
子
も
一
県
下
回

L
E
H
r軒詩
一

交

韓

共

舗

の

甥

替

え

一

諮

問

以

内

一

特

に

よ

れ

切

れ

町

内

科

住

民

事
警
か
皇
室
、
襲
撃
県
警
に
て
こ
と
望
書
警
と
路
面
器
一
一
J

J

、

ま

こ

;
l〈
富

茸

;

一

マ

天

ぷ

ら

を

揚

げ

て

い

る

章

、

材

耕

一

言

語

入

兵

器

な

っ

た

E

誌

に

諸

説

明

日

制

笠

訂

足

早

に

議

室

つ

な

が

一

臨

時

月

一

自

か

ら

予

約

受

付

一

日

れ

ほ

お

点

目

立

と

れ

mu町
長

持

刊

平
塚
撃
を
「
童
事
故
多
発
襲
警
一
な
資
ζ

の

よ

芸

作

戦

を

す

る

か

一

一

災

に

な

っ

た

。

一

十

分

注

意

し

で

い

葬

h
d
ぎ
た
い
@

に

指

定

、

関

慌

部

警

が

一

体

と

な

っ

て

一

と

い

う

丘

、

平

理

市

内

の

市

議

事

故

の

一

一

対
舗
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た

a

Z
で
あ
ま
と
も
出
合
い
事
故
事
一
あ
な
た
を
守
季
語
市
童
災
安
一
語
、
従
果
、
公
立
の
保
護
、
幼
一
以
下
)
百
円
、
老
人
(
七
十
歳
以
上
二

i

事
長
選
点
で
の
事
若
者
乙
一
い
た
め

eE7号
室

主

簡

は

四

月

一

一

一

言

葉

切

れ

る

。

豆

、

小

中

学

重

量

、

生

産

一

と

重

量

言

。

一

一

分

間

関

に

新

鋭

鵠

鋳

車

と
か
ら
、
他
の
塁
審
会
一
程
の
予
算
一
罪
、
四
つ
角
重
き
て
い
る
か
ら
一
管
一
品
ら
予
F

妥
詩
草
す
る
一
芸
で
一
揺
加
入
し
て
い
た
が
、
昨
年
一
主
重
舞
金
一

f

j

一
白
で
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
を
。
一
か
ら
中
止
し
て
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
加
一
①
死
亡
し
た
と
き
七
十
万
円
、
③
一
一
審
量
覇
彦
毛
f
ん
襲
撃

t

i

r

・
一
乙
の
共
持
制
喧
は
、
痛
ま
し
い
章
一
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
お
霊
い
一
年
以
上
の
構
賓
色
受
け
た
と
手
十
八
一
総
裁
努
撃
ふ
磁
藤
一
と
な
っ
て
い
る
。
た
か
で
も
、

y
lプ

窓

験

者

一

一

輪

車

事

故

一

号

犠

室

長

2
1の
な

い

き

に

。

工

芸

月

以

上

富

士

万

一

審

鍔

纏

寸

Zむ
た
め
ぶ
冠
さ
れ
る
襲

一
そ
の
禁
書
Z
由
。
一
申
込
用
紙
は
、
自
治
家
主
重
一
円
、
④
一
一
か
月
以
上
白
書
六
万
一
一
テ
鱗
麓
鱒
脚
下
室
設
在
宅
霊
地
域
の
と
こ

最
近
一
一
輪
車
に
よ
る
交

5
2
e
し
か
し
、
塁
本
人
の
喜
一
五
十
四
年
度
の
加
入
状
況
は
、
大
人
一
に
配
布
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
配
布
さ
れ
一
円
、
⑤
一
か
月
以
上
の
喜
二
万
五
一
錦
繍
畿
一
コ
…
織
襲
警
一
会
島
、
小
習
を
さ
き
、
泰
道
路
-

あ
い
つ
い
で
起
き
て
い
る
。
最
も
宗
一
窓
か
ら
と
る
も
の
が
ほ
と
ん
と
で
、
乏
が
八
万
九
千
四
百
八
十
一
一
一
人
で
、
子
供
一
な
い
と
き
は
、
市
内
の
金
融
機
関
袋
一
千
円
、
@
一
回
明
間
以
主
の
摸
害
一
万
一
機
媛
、
魚
川

fd醜
類
畑
一
に
妨
果
が
あ
る
こ
の
消
防
邑
動
車
は
、

白
が
出
合
い
頭
衝
突
喜
六
件
、
喜
一
ょ
っ
と
注
意
す
れ
ば
妨
げ
る
も
の
ば
か
玄
関
万
一
千
二
重
十
一
二
人
、
老
人
主
簡
を
宮
古
に
崩
事
府
議
し
で
あ
る
一
月
一
欝
欝
理
時
醐
麟
沌
一
童
書
践
が
期
待
さ
れ
奇

時
白
書
妻
宅
十
一
件
、
事
時
一
り
。
一
七
千
一
一
一
高
十
九
人
、
合
計
十
一
一
一
万
一
八
万
で
直
接
申
込
み
を

6

7

申

し

込

み

は

一

¥

「

災

韓

鱒

ん

白
制
面
雲
富
士
宅
、
一
一
輪
車
一
一
一
重
量
転
す
る
と
き
は
、
必
ず
一
千
八
十
五
人
の
草
加
入
し
た
。
加
入
手
蓄
の
掛
章
一
掛
金
を
そ
え
で
申
し
込
め
ば
、
代
理
一

;
~
f
j影
籍
組
一

事
故
件
数
二
百
九
十
四
件
の
高
官
一
次
自
己
と
奪
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
重
ハ
五
二
一
軒
で
、
県
下
斗
九
市
町
一
・
大
人
一
人
一
一
言
、
子
供
〈
中
差
一
人
で
も
す
ぐ
に
加
を
き
る
。
一
謀
本
部
在
、
昭
和
五
高
年
度

凸

め

て

い

る

。

年

齢

別

語

、

十

九

語

一

マ

見

通

し

の

告

書

語

学

徐

行

一

な

か

で

一

番

よ

い

重

だ

っ

ち

一

一

事

業

と

を

霊

譲

歩

プ

自

璽

去
否
十
件
と
一
一
平
一
揖

25一
一

営

委

し

て

安

全

毒

必

ず

る

。

一

芸

状

況

は

、

言

故

の

多

い

た

一

興

構

方

ご

詮

意

を

一

議

入

し

、

一

一

月

一

吉

第

一

語

八
件
が
町
民
倒
的
に
多
い
。
一
マ
右
折
す
る
と
去
は
、
村
山
川
車
の
ス
ピ
一
め
か
、
一
月
山
れ
で
す
で
に
ま
喜
一
オ
一
二

d

一
(
本
市
)
一
釘
}
汗
し
た
。

己
白
事
故
高
の
主
な
も
の
は
、
二
一
!
Z
暴
言
〈
判
断
す
る
。
一
i
パ
!
し
、
積
立
葉
を
な
し
ξ
ず

し

一

天

ぷ

ら

の

な

べ

か

ら

出

火

一

揮

し

た

霊

消

防

ポ

ン

プ

肉

動

車

輪
車
白
保
有
拘
散
白
増
加
(
口
抗
日
ヰ
一
母
一
マ
吉
薪
す
る
と
き
は
、
左
投
力
の
安
全
一
て
芳
弘
っ
て
い
る
状
説
。
一
月
末
現
在
一
一
は
、
車
両
全
長
時
・
八
一
一
封
、
車
幅
一

聞
に
四
手
五
十
一
言
、
前
年
長
較
し
一
喜
認
す
る
。
言
語
状
況
は
、
死
亡
さ
れ
た
丈
と
一
喜
市
在
、
年
互
理
百
一
一
一
一
色
火
災
の
原
宅
管
事
の
了
八
五
討
、
重
量
八
名
、
親
望

日
一
一
一
一
沌
手
続
訪
日
一

U
T
L重
要

釘

円

運

行

一

日

間

品

目

吋

合

一

一

一

千

三

一

仁

川

読

経

私

立

日

経

U
M
M
H
d昨
日

一

詰

持

針

転

立

山

町

今
埠
も
春
の
交
通
安
全
連
動
が
四
万
六
日
か
ら
白
河
十
五
g
ま
で

の
十
日
鎚
好
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
.
今
年
は
「
新
ス
学
出
品
目
交
通

事
故
を
な
く
主
之
を
ス
ロ
I
ガ
Y
に
掲
げ
、
重
帯
同
百
標
と
し
て
φ

事
行
者
、
特
に
掃
曹
人
学
期
者
申
、
主
主
字
供
の
市
議
事
故
訪
止
、

⑦
自
転
車
お
よ
び
自
動
二
輪
車
由
安
一
金
利
用
の
促
進
、
③
安
福
翠
転

管
謹
窃
誠
実
と
安
全
護
転
の
確
保
を
あ
げ
、
市
民
融
ぐ
る
み
で
ζ

の

連
警
抑
選
出

τヶ、
方
針
若
返
る
.
み
な
さ
ん
も
童
ル
ー
ル

を
守
h
u

、
出
品
会
運
転
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
.

道路別交遂事故件数[出判ト12丹)
道 路 名 |骨量致死者傷者i

:12糊{東海道}lMJ 51 129号輔(平境相撲原輔)1 102件 1 123 
134号樺(構境健太蝿輔)1 48件 o 1 10 
そ的地iz件。 2

14号輔(平壇秦野棉)I 32件 o ! 3B 
燐!訂晋樺{ド瞳情勢僚縛II 36件 I 0 I 41 
34号輔(相模原大磯棉)I 14件 I 1 悶

39引樺(伊勢原藤沢輔)I 11件 I 0 I 20 
議 1141号綿(夜没間大島掠)1 52件 I • I 62 
そ円他I33件 1 34 

J何時十 2号(京海道本通り)I 52件 I 0 I 61 
甫 I" 3号(海時南仲樟)I 11件 I 0 I 17 
幹道2号{ヘ輔大神線11 14件 1 0 I 18 
， 3'予{ヘ輔同村縛11 15件 1 0 1 17 

選 I"田市北関町市原緒川 24件 I0 I 30 
その他 1391件 4 450 
否一一一 計 1895件 I 8 I 1.055 

臨時職員の募集
。職種七回荘管理人
仁住み込み可能な夫婦〉

。場所 '"'援市土冨4，595
0撞金月諦 21.∞D円

。申し込み 3月22日まで
に履瞳選をき職時諜に提出す

る。

燥E主務談室/溜潟地区行政センター雷(22)2711 

守法樟相談毎月第2第 3金曜日以時-16<時ぐ予約制U)
<>交通事故相説寄週丹、水曜日 1日時-16<時
<>婦人就業援助相談在亘圏火、木曜日 9時 -16<時
<>教育相諜醒i塵月、京、金、土摺89時 -17時、土曜日午前中
<>県市合間相談 3 J'l28臼 L金輔田、131時-18時
曹むむ口交番前〈法揮相謀、交遂事苗相談、一世相談など3

福祉会舘内穏談窓智('3)2，必3
心配ときと相説・喪主趨月曜日(第5を除013時-1耳障
母子椙諜・平日、 9時-1器時ぬ分・常設
車騒沼童 J談平田、 9時-16<時
高齢者職業相談平日 9時30分-16<時 ・土輔自 9時国日多-121時
結婚相諜・袋お墨田輔81(l時-16<時

市~栂談窓/市役所 3(23) 1111 
一般法種相艶・ 4月 3日正士〉、 4月 8日ぴ()13時 -16<時予約需要j
人揮法種相談・行政苦情相談・ 3月18日、 4月 2日、 4Jl15臼・ 1現時-161時

一般市民栢説・毎趨月、京、京、金曜日 9時-16時
登記相説・ 4 月11日 E金曜日〉・ 131玲~lil1時

宅地建物相談・ 3J'l25日(')(植田〉・ 13時-16<時人敢に理事j援があるくl事時受付コ
住宅椙謀.3Jl188 (')(コ、 4月15臼〈火)13時-16時
発邸宅事 E特許〉相艶・ 4月 7日正月瞳臼) '101時-1自信号
下請取弓詰担割あっせん・ 3月218(金盟国〉・ 13時30分-1副時
定例年金栂諜・ 4J'l10臼び唖穣臼〉・ 9時30分-16<時
消費生活相韻・揺週水曜日・1器時-15時
青少年相説・平沼、 9時-16<時・常設〈青少年課3
⑮交通事故掴観 袋五車用檀臼 "1邸時-16<時 委主車安全協金 E市民セYタ」夏草〉
⑮輯宵栢談・瞳諮で予議切島町!邸35 教膏研究所梧説室害 同型電廿付廿は相談開蝉時聞がら

i詰



劇
場車窓耕

雲

露

控

室

の

自

転

車

が

駐

車

場

喜

め

た

指

定

霊

場

高

調
放
置
さ
れ
、
公
共
空
間
と
し
て
の
駅
周
し

τい
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、

割
前
広
場
の
模
様
低
下
、
ま

F品
都
市
業
完
成
す
る
平
器
開
肌
桃
浜
町
時
の
自
転

た
観
が
大
き
く
そ
乙
な
わ
れ
て
い
る
。
車
絞
車
場
に
は
、
自
転
車
車
寸
前
に
造

船
と
の
た
め
、
市
在
、
自
転
車
駐
っ

τ晶
る
草
、
ミ
一
一
パ
イ
ク
や
オ

町
田
車
場
を
設
躍
し
で
き
た
が
、
ま
戸
定

1
ト
バ
イ
は
四
月
く
こ
と
が
で
若
な

飢
り
な
い
た
め
、
現
重
量
盤
町
い
e

潤
鯨
〈
神
奈
一
甲
車
社
前
か
ら
丙
口
橋
よ
ま
た
、
関
鉄
観
南
側
白
駅
』
周
辺
の

車
駅
ま
で
〉
に
約
六
百
台
告
収
容
す
る
栢
疋
喜
れ
た
駐
車
場
以
外
の
場
所

向
転
車
駐
車
揚
が
一
建
設
中
。
に
、
自
転
車
等
を
震
か
れ
た
場
合
は

ιの
駐
羅
場
は
、
A
F
7

月
末
に
は
利
撤
去
す
る
乙
と
ふ
ど
め
る
。
撤
去
〈
替

用
立
重
る
白
で
、
い
ま
ま
で
南
口
駅
動
)
接
白
栴
難
や
紛
史
民
一
守
の
員
任
は

前
や
田
口
橋
上
駅
南
側
湖
辺
に
自
転
負
い
か
む
る
の
言
、
必
ず
指
阻
止
さ
れ

車
を
一
掻
い
て
い
る
方
は
、
必
ず
ζ
の
た
謁
訴
に
震
い
て
い
た
戸
吾
た
い
e

く〉とき 5月11日〈日〉
く〉ところ市渓スポーツ広場

く〉事力日資格市内に在住またはj車勤している人。

チーム編成は原則として事某所単位とする。

く〉大会出場チームの決定方法 要参加ラヂ」ムによる

各ブロックむとの予選者行い 8，チームが大会に
出場tする@

。申し込み所定の用紙に記入のうえ、 3月22臼
までにチームの所鴎するとζろへ申し込みを0

・~国区労 E平塚地区労働組合協霊長会) 3ト-6249
園地区間援〈日産主車体労働鰻合内)21-7140 
・官公庁、西連、その他亡市役所生活諜)23-Hll

誌でも自聞に利用できる白種自はパス

ケット、パレー、バドミントン、車球。

パドミYトン、卓球のラケ:lI'... ~ノ守 Uh

ポーノレは各自持基まとする。

3 月 31 臼〈汚〉午後 1 時~8時
4月1B (月〉グ
4月21B (月〉グ

Fなお、運動〈てコ ι上ばき〉とi盟重自のでき
る線装で重参加すること。

i喜



野綾他

yフト
野猿他

Yフト

ップト

学校名

江総中学校

太洋中学技いてレ}、バスケット、卓球

春日野中学校 iパレ}、総道、卓球、パス
摂活中学問 iバレー、食J;草、卓球、パス
大野中学校いてレ}、卓誠

神隠中学校|パレ}、 J受付、制道、パス

土沢中学校!パレ}、パス、食世壁、卓球

金也中学校 iパレ}、パス、パ}九制道
中原中学校|パレ}、パス、パ?と、制宜

大住中学校|パレ}、パス、パ F~ ~U:i草

山揖中学校 iパレ}、パス、パ仇剣道
神間中学樫 iバレー、パス、パ}ヘ卓球
金 関心V学問!)'Itレ」、制コ宜

悶暗'JJポ学校 lバレー、パド、剥濯、卓球
重量 問 N学捜!卓球、パRミYトン、食出草
富士見J学校 jパレ…、パド、剣道
横 内d法学校いてレ}、ノてス、卓球、パド
八 幡4吐きを担 l'ミレ}、パスケット
揖島小学校 iパレ}、パス、卓球、哉日草
相綾i小学校|パレ}、パスケyト
開揮¥lJ学校いてレ}、車時、剣道
金 自1]¥1学校 iパレ}、パト才、卓殿、剣道
異かれ学問|パレ}、卓潟、 r{F、制コ草

旭 ノJ叶詳梗 lパレ}、パ}九剣道
松がぽソj学校 iパレ』、、パス、卓球

誌やむやーパスタ-:;;ト、パドーパドミントy

月

8雲
寺z

ii 
奇襲

脅す

l主

ン

ち
オ

間
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ー
な
い
。

。
。
、
》
受
け
て
い
る
方
も
、

ζ
の
新
レ
い
保
険
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ζ
の
結
日
間
、
み
な
苧
ん
白
負
但

。

!

卜

~ι
証
を
必
ず
掲
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
菜
、
問
月
か
ら
は
、
五
十
五
ヰ
?
な
る

2
2益
金

室

。
一
日
晶
、
、
て
提
示
し
な
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と
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韓
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な
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自
で
国
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襲
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検
説
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諜
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よ
る
る
た
め
、
ぜ
ひ
な
協
力
者
。
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o
'

ア
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注

意

者

。
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領

(

算

出

例

同

年

度

説

額

六

万

九

「

弘

仁

℃

L
4

語
、
賢
一
日
し
を
過
ぎ
王
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千
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亘
書
×
十
一
一

2
7李
保

険
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口
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i

ま
甘
盛
っ
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い
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は
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白
昆
険
註
は
八
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自
主
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〉
の
納
税
通
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醤
必
追
付
さ

タ「
j
l寸
1
害
保
険
年
金
課
(
窓
口
四
番
〉
ま
れ
る
。
と
の
暫
草
書
、
前
年
度
。
期
分
の
納
入
を

'，一

-i高
見
「
¥
た
は
、
最
寄
幻
自
公
露
、
警
告
税
額
四
十
一
一
丹
白
一
に
相
当
す
る
雲
隠
寄
金
書
期
宍
一
月
5
一一

J

よ

寸

絡

所

へ

お

返

し

を

。

四

月

か

ら

八

月

ま

で

の

事

品

、

揺

の

露

誤

話

題

、

一

一

喜

一

十

一

し

寵

機

蒋

/

〉

月

納

ぞ

い

た

だ

〈

も

白

。

日

ま

で

と

な

っ

て

い

る

。

ー!ぺ

r
国

民

健

康

保

保

験

料

四

月

か

う

っ

か

D
し
て
制
塁
れ
る
と
、
事

新

は

は

お

叩

日

時

間

税

制

険

税

の

納

付

ら

引

き

上

げ

る

吋

片

付

れ

れ

話

料

日

間

オ
レ
y
ジ
色
。
亙
十
問
問
年
直
前
回
民
躍
鹿
保
険
税
目
前
国
民
年
金
の
保
険
制
が
四
月
か
ら
一
も
あ
る
の
で
、
必
ず
納
付
期
限
内
に
制

ζ

の
保
険
証
は
、
一
一
一
月
下
旬
に
鼠
即
時
期
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
納
め
て
あ
か
月
に
つ
吉
一
一
一
一
千
七
言
七
十
円
に
変
わ
め
争
壬
う
に
し
て
い
什
戸
吾
た
い
。

加
入
世
需
に
郵
送
吉
五
品
。
限
月
一
門
口
る
か
主
っ
か
も
う
一
度
納
付
曹
の
お
穣
品
。
納
入
遜
知
曹
を
な
く
し
た
万
は
、
日
時

以
降
医
瞭
機
関
主
治
療
を
受
け
る
と
き
め
を
。
も
し
、
納
治
L
山
れ
の
あ
る
方
は
国
民
年
最
は
物
価
の
変
暫
L
応
じ
て
険
年
金
諜
年
金
偶
〈
慢
話
幻
i
一一一

ま
た
は
、
以
前
か
ら
間
引
き
続
き
一
診
揮
を
す
ぐ
金
融
機
関
か
市
役
所
の
窓
口
に
納
ス
ラ
イ
刊
わ
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
J
一
内
線
二
五
一
〉
へ
ご
連
総
在
。

日時~14時半

4月 8臼 土産公民館 Ej沢公民館

~ 9 B 露土見公民館 南原公民間

~ 10日 岡崎公民館 ふじみ野箆公司f
ρ11日 万国公毘設富時幻 公所自治会鍔
(/ 12日 ilJl石町公園
t 14日 なでしこ会館 なでしこ会館

タ 15臼 中原公民館 中原公民館

t 16臼 須賀公民館 指資公民館

タ 17日 金自公民館 中央署協合会副都事

t 188 大神寄木神社 豊田公民館

t 198 松原公民館
t 21臼 幸町月見町公畷 羽十瀬川公電
t 22臼 徳延神社 抗馬公民館

(/ 23日 調訪問f会館 晶阜地主山会会総

9 24日 金田公民館 横内公民度官

(; 25日 思公毘館 組公民館

t 26B ゴ[:;fEl]観音堂境内
(; 28日 田村八坂神社 東中原公民館

t 30日 花水公民館 花水公民館

5月 1臼 八幡公民合宮 J'幡公民館

'" 2日 大調子公民館 大野公民館

"" 6日 平軍保健所 平壇惇健所

? 24B 平器保健所 i亘加実施臼

間

薬剤散布の臼程
E港地区3
4月 2日亡水〉 代宮町、帯口町内自治会
'" 3臼σ。夕陽丘自治会
'" 4臼 E金〉 夕陽丘自治会
"" 5尽く土〉 謂賀j回了自治会
t 7 B (月〉 札場地区横田才自治会
? 8日〈火〉 事前悶治会
? 9日〈水) 千石戸JR者同情会

"'10日仁木〉 高摂台自治会

I花水、なでしこ地区】

4 !'l12日(:1:) 八重咲町自治会、黒部丘
第一親絡会

黒部丘西部自治会

黒部丘東部骨治会

感クー旗、撫子原白治虫

18日〈金〉花水台自治会
虹ケ浜頭部自治会

一一パスでご案内します一一
日ごろ、市のいろいろな施設を見る機

会のない人のために、みなさんの税金が

どのように使われているのか、また、市総

を潔解していただくために行ないます@

。とき3月288C金〉
・集合午前8時50分 ・解散午後3時41肘ま

F寄金問・宮沢の社寺遺跡を訪ねて

。とき 3月23I3C日〉
雨天中止

く〉集会 10時金目録音光明寺
仁神奈中パvえ雫野韓金践駅下車〉

<>コース 金自観音光明寺一寸医静寄"-'市施氏館

<>.重費用 昼食代 300円
中申し込み往復はがきに住所、氏名、電話番号
を記入のうえ「干254平境市浅間前9番 1号市
役所秘書広報課Jへ、 3月22日仁土コまでに申
し込みを。ただし、先着30人。

〈昼食コ

の滝松岩寺〈解散3約 5時間
<>持参するもの弁当、水筒、バス代、経装でa

Eお問い合わせ社畠教宵課成人数脊係23-1111



遮
裁
が
疑
ん
な
松
原
小
学
校
で
は
、

み
ん
な
が
議
ん
て
逗
え
て
、
丈
夫
冨
常

持
ち
す
る
も
の
を
と
、
尉
点
の
一
フ
ペ
ん

や
、
運
扇
合
に
使
う
入
退
場
内
や
揮
標

一
京
阪
、
マ
ラ
一
一
ノ
ジ
の
一
時
識
な

E
Z作一つ

彫
刻
が
得
意
な
も
む
は
1

ラ
ベ
ル
作

り
の
グ
ル
i
。
三
札
、
睦
厩
白
噂
設
な
も

の
は
ス
退
場
内
す
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
自
分
の
特
技
を
生
九
円
〈
ぷ
ム
製

作
に
励
ん
で
い
た
1

車
業
式
を
隈
叫
に
ひ
か
え
全
ハ
年
生
存
体
、
お
別
れ
会
や
卒
業
式
の
準
備
な
ど

で
婦
問
債
の
品
学
校
昂
舘
若
島
わ
た
だ
し
ぎ
退
色
し
て
い
ま
す
@

そ
む
中
で
、
学
校
へ
向
か
強
し
で
い

ιっ
と
、
勉
強
の
あ
い
閣
を
制
俗
し

τ

製
伊
に
励
ん
で
い
る
学
校
を
訪
ね
て
み
ま
し
子
、

農
村
地
域
に
あ
り
一
な
が
ら
農
家
の
児

童
が
少
な
い
神
曲
小
学
校
甘
ほ
、
稿
者

ち
植
え
て
一
観
祭
レ
た
担
、
地
薦
の
前
援
に

ほ
役
立
つ
よ
う
に
と
、
石
の
柁
持
↑
宮
町
い
つ

引

た

号

治
み
ん
な
で
博
物
館
へ
暴
走
仔
っ
た

3
3千童
話
国
立
し
も
ら
い
、
海

自
底
や
陸
地
、
火
山
由
中
町
一
地
罵
が
一
白

刊
で
わ
か
る
よ

Z
X吉
な
さ
一
議
に

晴
樹
す
や
石
を
は
り
つ
け
た
固

土
田
も
完
検
し
て
、
俺
は
農
家
の
協
力

半
を
一
得
て
橋
治
時
に
前
田
植
を
す
る
ほ
か
b

』
に
な
っ
て
い
る
a

大型フラワーポットも、もうすぐできょが哲。でも小吉〈見える担
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ら
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て
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院
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は
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れ
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う
と
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品
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入
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作
っ
た
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何
事
の
草
花
が
た
く
さ
ん
欧

昔
ほ
こ
る
よ
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つ
に
大
引
の
も
の
に
し
、

い
つ
ま
で
志
倭
文
る
よ
事
コ
ン
ク
』
l

ト
製
に
し
た
。
新
人
主
が
ー
本
γ

宇
す
る
に

ろ
に
は
い
っ
ぱ
い
花
が
咲
い
て
い
る
だ

ろ
弓

碑
に
張
り
つ
け
て
も
ら
う
↓
の
も
、
も
う
す
ぐ
だ

金目小学世でi止、昨年、調際児童年の記念に子供会全員の寄せ需

告や、学経ごとの寄せ番きを入れた次イムカプセルの碑を作ったa

そこで卒業言己方に自分たちの療を粘土で作D焼き上げて、その碑:ミ
はlJつける己とにした。

20年愛、自分の子供たちが、まイムカプセルを開けるとき、 Eむす
碑の1lìíの中1i~G自分のの己責を探しあてることt， lできるカ=な。

. ，、 ，，~.-ι一昨 日

県動物保品センターでは、捨て犬、捨て路

による野犬、 !!!H酷白期:加と、コd苗による危害

を防ぐため、今月も次の日程でいらなくなっ

た犬、踏む巡白収容を行"'0
当日、ヅミ考出される方は「日日かんJ r犬の
鑑札J r注射済 r愛犬手鍛jを持喜多のう
え会場へお出j)，げを。なお、収容車の停留時

閣は、10分間なのでお開法きいのないように。ま
た、重量は聴袋かダンボール繕に入れていただ

きたい，

4!i 5 B (こと〉
宮， 00 
9 : 25 
9 : 50 
10・10
10: 30 
10・50
11 : 10 

誌でも薮弱{こ/

家族そろってご参加を/

く〉とき 4月日日〈
雨天中止

o集会 午鈴10誇気持付会体育銀総
。コース 見附台体育館一高来神社一八位山

-1担問平〈解散〉

心持番ずるもの弁当、万館、軽装で委参加を。

3担当 敵背主委員会惇肯課 31-3060 

継者平をはじめi'lJ苧の平塚の風景や行事

で、観光武伝に趨切な作品役募集している。

なお、今年は「湘南平線書記会jが中止となっ

た e お間違いのないように。

oサイズヵラ」キマピ車以上47 去
で、スライドは35ミ"0白熱は募集レない@

く〉締め切り 5月15日〈木〉

o送り先 平壕市観光協会事務局〈干254
平器市浅間 9-1)または市内カメヨ腐組
合加盟底

o注意事項 ①応募作品には応募察を添付す
る@ ②応募fFu己の返却希望者はカメヨ務組
合へ。

21 



中野江美子さん

平埜f者芸掛2年生の中里子さん入

賞と決まってピッ夕日。学慢の授

業で考えたのがこ白作品。将来は

哀の仕事につきたいとか。

山一~、さを集・叢警一山由A

角!JI白本均名大辞典 向111審問
聞説、人物日本の女性史 小学館

全集、突然のなかの襖帰 襲英社

鉱簡臼本の巧典 IJ崎学館
新翻占代美館 新潮社

批評・近代日ぷ文学の構浩
凶書刊行会

自主E詐荏文化大系 講談社

日本を創った人びと 平凡社

日本史白謎と発昆 毎日新路社

日本由実現代日本写真金構襲英社

日本将棋大高 筑奪書房

日本¢伝説 角JlI書底
世界の民謡 ぎようぜい

t世界の民族 平凡社

岩誼講座・地球斜学 岩波書信

昭和万襲襲 講説社

舎ところ

く〉講演①

佐々木陣鮮民

古美術講座

「踏をみるζ と j、その評価や見方も人

それぞれ。本当の見方や評価のポイントとは

日。黄の心にふれながら美術全般について語

D、そして味わう。
• 3 !'l27日〈木〉午弘、6時30分-8持30分。
.美術愛好者の青年20人を対説。

会長務教主主お霞自慢民認の旅

一一占、るさとの民謡苦たずはで

・4!'l1113 (金)-6!'l27臼〈金〉毎1盟金曜
日午後6時3c分-8時30分。
・青年一世20人を対象。

交やさしい子供の留学教室

一一一五基本の技能から一一

・4月1213-9月初日までの毎窃塙 1、 2、
3土曜日午後2時から3時30分までe
・小学3年生以上20人を対象。

1<暮らしと臼本の歴史

暮らしに役立つやさしい暦史のヱピソ1-'

.4月16日-6!'l18日までむら第3水曜日
午前1在静から12時まで。
ー-般30入者対襲。
合体輯悶 盤週月曜日

来線しものの申し込みは、懇話またはお気較

に来館空。雲監謡32-7029
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う捜神壌には巴まる。音楽堂聞きながら、

図書館職員手づく Dのスライド飲酒在、己
鑑賞〈ださい。

会休館臼

毎週月糧自。月末日 a 祭日c3丹20日〉
雨宿lJd2."e:臼 (4月 1臼〉
会E語審恕 干254活割問防12-41霊童話 31-0415

会パヴチリ写そう・カメラ入門

写真の写る原理やメカの撮影技術を覚えよ

っ。
• 3 !'l23日 C白〉午前10時~午後3時まで。
• 3月28日〈金〉午後6時鈎分-8時3C分
・封書売青年一般20人。カメヨとフィノレム在

持ってくる。

大切に上手に、利用してください@

交こども挟沼会

• 3月16El仁日) 10時、 14訴を
。『お母さんとぼくの出発』カラー、\~童昼間

宮廷廊、 41分。
再就職をする母と、留守を守lJel立して
いく少年。それを助け踏ます一家の、あた

たかい愛の物語。

<>開丁のねずみといなかのねずみ』カヨ}ア

ニメー手ノヨジ、 9分。

田了へやってきた田舎のねずみは、見るも

の開くものおどろく ζ とばかD。
ば D、国舎のがよかった。

の映腐化。

会こどもレコード・コンサート

• 3月1913(水コ 15時
く>w動物の謝肉祭yy ・す-yス作曲
謝肉祭はカ}ニノミレの訳語。四旬節に行

会自然観察会ー春の自然を訪ねて

・ととろ陣J取11J

・自時 4月初日 (8)午前9時~午後3
時まで。定員30入、多い場合は拙せんで。
・申し込み 4月10臼までに往復はがきで.

1<援を晃る会耳と惑星をJI.ょう

:士泉、木星、金援といった惑星やと皐と並

んだ月を見る。

-日時 4月25日仁金〉今後6時-8時
・定員 30人、多い場合は抽せんで。
・申し込み 4月158までに往復はがきで博
物閣へ。

官博物輯干254浅爵宿J12-41電話33-5111

岩説講座・子どもむ発達と現代社会

岩波書白

川棚全集 構造杖出既

回報・ 5本近代の控室史 三省堂

俳句シ』ーズ・人と作品 桜郷社

グレアム・グ旦ーン全襲 早川i書揮
揖新名曲解説全集 音事の友社

間貴天心全集 平凡社

岸田劉生全壊 岩投書庄

中J早子全盤 中尭公論社

西田幾多郎全壊 岩読書庖

吉田情}著金主義 桜楓宅士

銀伴全塙 宕波詩庄

金田雄次著作集 講談社

池田弥三郎著作集 角Jil書町

宮本百合子会鵠 新日本出版社

山田洋次伊品策 立臨書房

吉川英治全措 講談社

和田伝全壊 家白光協会

日本自寺主制全壊 集英社

世界動物文学金集 講談社

文人脅治 法交全土

博物館学議所 在tli牒j

岩波講談・現代化学 年f読書窟
源氏物語 中央公論杖

昨年1J>ら今年にかけて受け入れた

シ1)-ズ本です。 ~t市計曜に入って

おりますので、む利用の際は職員に

お申しHl<ださい。

決図書鎚の本を大切にグ

図書館のヌ紅白費し出しは、 1人 4冊 2;垣間
ですが、最近返却朝日目遅れる人iJ1Jもられま
す。また切Eフ取bや、轄を引いたlJして、返
す人もあlJます。

図書館白本は、市民みんなの財産です。 ft面

白人の迷惑にならないよう e 返却尽を守白、



や受付時間
午後1時刻分から3時まで
ただし次の全治ぷ午控2時から3時まで
※金罰公民館 東域島公民館

)*(量豊田公開官 民中央農協土沢支所

以岡崎公民館

予妨接稜罪豊橋一覧表

()[間禁〈との票は必ず家で記入して体温

を伊J定してきてくださいo ) 

前厨…紡問……僚峨吋暗削i筏…i今刊一団
」恥<， 1 ーニ関前自本~ i 三憾混合 口ベト伺

インウルエ〆ザ九"遜関 ポリオ
B C G 
fまし.
{騰しん】

ポ '1>t. BCG は!
し説会(麻しん、 14 i易問

ポリオr.BCG  tl;! 
し..1続しん 1 4 ，接関

イシ'"エン"' ， 
ポ者 BCG ま， ， 
しか麻しん ， 

…l'週間長記号 i
Z己犠混合

百自宅E き
ジフテリア
渡傷嵐

シツルエシ

誌と はし刀巳麻しん J 吋 7'10-マ γ ロ〆リ/確 E 

ん 3 水ほうぞう おた "，， <IJぜ u夜行性2字下 I 
，てから ， "月以上の間隔が必要でもす i 

i 17日大野公民館構内毘地集会場 i
i 民豊閉公民暗 ; 

! 1お8白 保i健建セン丘一 i 暢刈匂
;[5舟J

4争受げられない人
①予防接識を受けて1週間たっていない人.
②はし~" BCG、種主主、小児マヒ生ヲクチ
ンは、 1か月の間痛をおいてください。

⑥その他、有熱患者、けいれん性体質など底

部に止められている入。

空間実施しています。受けやすい i21日間センター相公民館 j 出珊公民館
金場でお奄けください。 i 民中央鯛土沢支所 1 48 神田公間宮高金田公民館
欝討議. r第 1期1-3回受ける。 22日 大野公民館構内団地集会場{ 出城唱公民館

民間崎公民館

5汚7日神田公民館
出金田公民館

;:i<:)成島公民館

呂[ヨ 探健センタ吋
生後2壌から4唱まで¢幼沼。 j 民豊田公民熊 i 5回 程健セY去一
正接種間隔;立2凶 3回とも 3i園調 i23臼 保健セン丘一 i も
から8;昼間コ l I6月1 i 
E第 2期J-l回受ける。 !25日市民センター旭公民館 i 
欝 1期の3凶巨カ鳴ってから--1'手 j 民中央農協士J宅支所 i 
7>'ら 1年三れまでの顕閣に受ける。 i初日 大野公民顕 横内l湿地集会場 i瀦対象・主主輔当日に満3か月を経過
ζ生後4有までに窮2期を完了す i 民議出公民館 i して、 18か月末備の乳幼児 G需18
ることが望ましか。) i z7日 揮躍センター i か月に達しないうちに2自の綬沼

〈次副は10月白予定です。 3

小学校入学前告か月のジフテ1)アは、現在

中止されています。

痘そう〈種痘〉は、現夜中止されています

予防接種に濁するお問い合わせは午前中に.

市保健荷主主諜 T E L (23) 1111内踊259
保健セYター T E L (34) 0311 

と}絡に考える。時間は9時30分~
刻時3D分。母子健麗判疫をお持ちく

ださい勿

3月18日 富士見公E号館
21臼 豊田公民需
25日金居公民館
27日花水公民鮪

覇軍対聾・稿3か月を経過して4謹は
達するまでの乳幼児で 1窃も受け
ていないお子さん。

富聾ツペルクワン接穣

3月19臼謂費公民館
民松原公民館

民金田公民館

雪月初日 中原公民館企呂公民館

国岡崎公民館

17日 神田公民館
出城島公民館

民金田公民館

24臼 探題セン虫一
審寵判定臼 CBCG接種〉
3月21臼謂費公民館

出松原公民館

民金田公民館

雪月12日 中原公民鰐金自公民館
民間暗公民館

19臼神田公民館
出城島公民館

東金田公民館

268 楳鑓センター

日間 ![7月3 j をすませる〉健離上の理由で受け i線対襲・初回一接種当日に時3歳を
25日 中原公民館金百公民館 j初日 中原公民館告白公民館 i られなかった人は、構4鏡に達し; 経過して6騒に達するまでの幼児

E他自地憶は来年3月白予定です〉

間間崎Jと民館 i 封印船民館 j ないうちなら受けられます。 i (l週間の間隔で 2@]掛川〉 ー…〈担給付トれ
26臼花オくと民館 平按市民病院 i羽白神田公民館 民金田公民館 4月23日 市民センター穏公民吉宮 i 追加4τ年初間接種ぞ完了した幼 4 流 I法ん品ツ
27白 神田台民間 円幡公民館 j 民揖島公箆貧富 ! 国中央農協土沢支所

出蝶島土、民館 1 [8月1 i 248 大野公民館
[4月) i 1白樺鍵せY丘一 I *豊田公民態

1呂田 市民センター ?自公民館 ! [9 flJ l 横内団地蹟会場

民中央捜陥ゴ二沢支月if i 3日 中原公民宜宮金自公民主宮 i 25日 中滅公民館金自公民館

タ支出或沼崎符;:;?-T!Yターのなかに保健センターが併設されました。乙¢保健センターは、市民のみなさんの
{彊鹿づく Dのお手伝いをします。お気軽にと利用ください。

・保健センターく中里34-17 春昆野中学場主北側〉電話34-0311
為市保健衛'IC課限健指導部省軍話23-1111 ・平壇保健所 醤話32一一0130

0保険婦による健康相談日時甘号
く〉袋fj~霊醒臼 9'時から12時まで。く〉相談内容受胎調節由説、赤ちゃん相説、成i人内相談、栄養相談、病人

白者浪について。

。母親教宏持材料件特件~..-'，+H-村
初めて妊拾にされた方を対象に教室ぞ開いていまT。申し込みは電話で結構です。
o時間 13時3附テからw時まで。 o持参するもの母子短接手横
京市役所と保健所で行っていましたが、今後は保健センターで行います。

。務~開制時間 131時-161時
。内容 安産をするために必婆な知機、

すぐ役¥iつ捧撮などを学びます。
o持葬するも白母子鰻麗手控とスタタ
クス。

今回は、 3月21日〈金)1ぴ時から
組合加入の魚島さんく問調にポス究

}を掲示〉が持凍イカの原似員長高音

行います。とれぞ機会に、童生活の

なかに魚の桝震を取D入れては 。

く〉とき 3 !'l21悶〈金〉
午前1器時~

<>品践 冷凍イカ 3パイ 650内
主量出前生活課生活揮四姐つ3-1111

a竺デ喝F砲事留置ωー

トレ全十字4ーを+-Hト÷令十

L自(1巨u)

[1図Eヨ1
5月28El 11国公民館

米中央農協 f沢支所
29日市民セYター
*金田公lioltil

30臼大野公民館
横内思地襲会場

6月11日中原公民館企自公民館
'*間崎公民館

12白 神田公J民貧富
日城島公民館

出豊田公民館

138 保縫セY貞一
(211型自3
8月 4臼 だ坦i_~f:号1m

5日

)*(金巴公民館

6白 太野公民館

横内団地構会場

188 中原公民貧富
金自公民館

掠岡崎公民館

19白神田公民館
同城島公民館

東豊田公民館

20白保健セY虫一

軍習場汐i'平壕保健所

童書時間・ 13時から14'時まで

[3か月児健診1
4月4日 54年12月 1日-10日生
4月118 54年12月11日-2u臼主主
4月18臼 54年 12月21臼-318丑Z

[3歳児健診1
4月 3日 52年 2月 1日-108生
4月178 52年 2月11日-20日生
4月24日 52年 2月218-28日生

4月中に8か月il'ら満1績になる
お子さんを対象に乳幼児歯斜教室を

匡語きます。

富聾臼時・ 4月11日 13時30分から
費量場所・平塩保健所

なお、母子縁¥E長手喧と筆記用具を

な持番〈ださい。

ず。 ζ の調査は5年ときとに行われているもので、平車

市は的61.500世帯、 212.5加入が調査也対設となりま

す。そこで、 1.2∞人自調資員が'"、要となI[Jますの

で、みなさん白む協力をお願いします。

く〉仕事の内容①9月24日-10月58までの聞に、

約50世帯白家誌に調査察を配布し、回収する作築。

②調査察の審査、世帯名溝、調査地図白押成e

く〉報掛 I調査区来930.0∞月

o申し込み 3月31日までに、市役所行政課統計調査
掃く電話23-1111)へ電話または直接申し込みそe
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か
ら
お

臼
(
臼
〉
ま
で
。

マ
パ
ス
搾
冊
円
前
名
祢
鐙
調
入
口

マ
需
り
場
開
山
話
口
パ
ス
停
四
回
前
八

番
組
、
中
沢
橋
経
由
土
井
白
口
行
ま

Fほ
二
番
鶴
井
の
口
経
田
大
長
野
駅

行
〈
都
合
大
人
二
百
五
十
円
〉
。

平
域
趨
工
会
議
所
で
は
、
今
回
横
内

地
民
ゼ
時
制
法
津
掃
引
叫
し
を
仔
う
。

マ
日
時

3
月
四
日
(
ボ
〉
午
按
1

時
一
知
分
か
ら
4
時
ま
で
。

守
会
場
横
内
問
地
急
会
揖

マ
相
誠
員
筏
井
幹
夫
民

県
立
期
間
技
師
出
部
副
鮪
セ

y
タ
ー
で

は
、
昭
和
五
十
五
年
度
白
前
鱗
伎
む

等
一
肢
を
し
て
い
る
a

門v
弾
虻
科
包
⑦
建
都
町
設
備
耕
一

さを

れ
ど
処
逗
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ζ

げ
る
よ
Z2Lし
、
若
い
ヱ
点
ル
ギ
ー
の
た
め
に
市
の
予
霊
的
分
り
一
が
惜

宇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
暫

ι向
け
て
、
え
で
諸
行
く
e

な
ん
と
も
っ
た
い
な
い

大
い
に
市
の
た
め
に
事
べ
主
d

る
と
と
と
で
は
な
い
か
。

い
い
と
患
い
ま
す
。
東
京
の
喜
朗
区
で
は
、
そ
の
焼
却

!

i

l

l

l

A

代
官
町
山
本
選
子
V

淵
を
利
用
し
て
、
発
議
を
し
自
ら
を

の

利

用

は

ご

み

焼

却

熱

の

ま

か

な

う

と

と

も

に

、

余

っ

た

も

の

景

葉

懇

験

場

跡

器

、

担

は

遣

に

売

っ

て

突

を

得

て

い

る

物
公
趨
や
部
署

E
l室
長

有

効

利

用

を

と

い

う

。

平

塚

言

、

何

と

か

有

効

え
て
雷
小
年
の
た
め
必
情
活
研
棲
セ
都
市
の
過
密
示
進
む
丘
、
色
み
は
な
方
γ

誌
は
な
い
も
の
か
G

y
b日i
も
建
て
て
ほ
し
い
。
い
っ
さ
い
が
っ
さ
い
外
へ
は
き
出
さ

A
下
島

か
年

m
摂
JA
向
胃
、
給
排
水
、
ガ
ス
、

工
場
誕
百
楠
等
の
配
管
)
、
窃
ブ
ロ
ッ

ク
建
揖
耕
一
か
年
(
プ
ロ
ッ
ク
撞

み
、
タ
イ
ル
、
モ
ず
イ
ク
掛
川
、
ド
マ
)

旬
、
叶
出
科
六
か
月
〈
ガ
ス
特
山
内
、

勺日一知
d
叶
持
、
プ
ル
ゴ

y
併桂川町子)

マ
ザ
パ
一
み

3
日
誌
日
ま
で
に
湘

南
技
能
刑
判
時
セ

y
タ
1
(唱
1
M

お
l

九
六
回
)
へ
。

消エネのためか噴水も止ま。て・4車分地下道

会
社
の
人
事
暴
動
な
ど
で
間
引
っ
越

し
す
る
方
、
情
説
な
悶
扶
コ

y
テ
ナ

白
色
利
用
を
。

近
い
と
こ
ろ
は
自
動
車
で
、
浅
い

と
こ
ろ
ほ
待
傷
み
や
紛
告
が
な
と
て

一
一
戸
口
か
ら
戸
口
へ
と
輸
送
日
時
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
崎
鉄
コ

y
テ
ナ
が

硬
利
。ヤ
問
い
合
わ
ぜ

e

制
刑
南
貨
物
常
業
セ

yh出
i
(電
話

n
i
O五
八
六
)

@
相
模
日
目
物
鋲
〔
者
謡
泣
i
O万
八

七V早
川
部
庁
舎
の
留
守
層
番
を
長
野
集

し
て
い
る
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
万

は
潤
妨
本
部
ま
で
む
連
絡
を
。

マ
丹
凶
庁
舎
消
防
部
第
十
分
節

マ
所
在
地
真
土
二
一
一
九
醤
地

マ
連
絡
先
消
防
本
部
庶
務
課
庶
務

慌
〈
電
謡
曲
O
R六
三

n
i
一一一

一
内
綿
一
一
一
八
七
〉

少
し
の
時
間
で
も
あ
な
た
の
余

暇
設
さ

7
yテ
ィ
ア
お
動
に
。

ヤ
相
談
日
毎
週
水
e
土
〈
午
前
開

時
か
ら
午
控
3
時
〉
に
福
技
会
館

門
的
品
一
…
一
一
一
工
三
〉

C
相
談
室
否
。

へ次郎附

U

W
V
社
会
福
祉
へ
。
花
祭
越
肉
-
一
向

円
、
前
竹
一
f

一
円
、
小
問
藤
長

一
千
六
イ
判
的
、
松
が
ι
~
小
学
校

五
八
千
区
百
四
十
円
、
錦
央
翁

暗

4
J
A
山
玄
千
百
十
円
、
平
塚
市
議

場
第
一
ニ
持
票
締
一
同
七
千
円
、
浜

丘
押
社
み
ζ
し
保
存
会
七
万
一
千

一
語
円
、
神
間
中
学
校
九
主
合

同
円
、
平
域
ボ
内
J
Yン
グ
協
会
十

六
万
凶
千
七
百
一
一
一
向
、
ロ
ー
タ
l
ア

ク
ト
ク
ク
プ
五
万
六
千
一
二
百
八
十

二
内
‘
大
久
保
語
学
三
千
円
、
品

川
鉄
工
五
万
河
千
百
五
十
八
円
、

お
塾
布
司
四
芯
八
百
八
十
円
、
ス

ナ
ッ
ク
ウ
エ
ス
ト
D
パ
1

一一舟笠

千
円
、
八
路
地
医
部
育
官
官
扇
舟
〈
同
一
一
一

平
九
苔
六
十
五
月
、
前
回
情
前
七

千
五
百
円
、

Y
T
一
一
一
千
円
、
地
が

丘
ボ
ヨ
ン
一
ア
ィ
ア
ピ
ュ

1
ロ
l

一

千
五
百
円
、
差
押
イ
丸
子
一
一
万
丹

市
摘
出
馬
子
一
一
千
円
、
関
東
八
八
円
台
時
四

技
思
f
lピ
ス
業
協
同
組
合
平
域
か

働
者
一
向
五
万
万
白
河
、
山
口
高

八
二
千
円
、
志
村
ア
務
関
六
市

防
百
七
十
肉
、
式
札
禎
子
、
臨
四

千
肉
、
薄
井
準
平
、
ヤ
エ
一
一
万
円

マ
富
山
ま
れ
な
い
(
児
)
方
へ
・
緑
会

宝
船
駐
車
場
一
一
十
万
円
、
古
川
菊

子
一
万
円
、
平
境
地
区
労
働
組
合

協
議
会
二
十
六
万
J
u
f
E
五
百
二
十

円
、
有
我
、
安
話
一
万
一
千
百
二

十
七
月
、
岡
本
甫
刷
業
四
千
四
円
円
五

十
一
円
、
肝
名
十
万
円
、
大
谷
探

五千白川ロ

す
交
通
遺
児
へ
・
日
箆
車
体
内
裂
洛

ヱ
一
同
日
明
匹
計
者
一
時
}
万
二
千
一
一
百

円
、
平
野
田
府
羽
田
五
千
円
1

明

用
金
蹟
告
白
夫
山
口
八
千
円
!

平壌に主主ぎるま主主撃の主主緩を主主めで

事加名の自己啓発、創造性の路発に務

め、 S()年代に成長できる中小企業経営D
1JiJ、を臼ら三かむ。また、経営昌白聾演
を;土--þ~ る。

や対象者三工留に賛lλiし、窓欲のある青

壮年経営者、地域中小企業経営再。商

業・:工業・建設業および息苦連，サーピ

ス飲食::048s円三十120人。
o金場平塚商工会勤会議
o臼程 4月 3白開校、 4月161ヨ、23臼

5月 8司、 14日、 218、 6Ii
78 

o申込み 3月訪日〈ゾく〉までに可民家奇
年会議く電話21-6474)へ。

5 櫛林跡由大野の耕地 ζ昭和初年ごろ〉 一一>8く一-
-炉原綿林の俊採
芸 風致、訪風、訪砂、水源かん重奏 i は木曽の'*'乙ρ 色われたが、イ寸
= 
きの目的をもって植えられた中原榔 i 近の人々はその塾張、津出白巧妙

i林〈おはやし〉白木制ふ成育す i 吉に驚噴したというi誌であるa
Eるにつれて呂的をDっばに果た j ζれによってlj)ri地に木がなぜ
~ 6、御林関白高地は畑に、低創立 j な白、中原の10ガや真土方居苦から
吉水田となっていった。しかし、 5 平援¢町並が足え、平援釈あたl:>

5万余本に逮ずる大森林となった櫛 i に立てば甑刊挑められる大野原tJl
i林を帯府はそのままにしておか i 出現した。大好の地名はこの状態
5ず、 g的が損ぜられぬように後輩 i の時に生まれた句である。
5伐 Bしでは公共事業に使用した! 林木植え付伊川二たち返った砂

芸最も多く使ったのは近在のr却 11ヱ i 丘地は、農杓初へ六きな被患者も
E事と、罵7V11や酒匂)1ゆ船橋帆 i たらした。その被写民況は、 wl治
E倣橋など白橋りょうの留請でい 32年、中原上下両官有志が提出b
さった。また、江戸に近く平地で揮 i た鴎顔醤J二次のごとくしるされて
5出 Eつだし・溶から荷船を出すこ j いる。
Z と〉にもよいとζ ろから、江戸城 ! r右立木f伐吃討f払iム，/結E史毘Jハ、h、1忽宮5チ件水
3 やf伊F の寺靴説などの急用にも使醐南 av司νノ崎溜糊f晶畠 αmカ3口つコυトけ貴幻』、 額騨申
2 した包技芸襲礎は江戸城などの燃輯に i ζひんねん〉民種三フ7減ジ、「尚品甚y
ご

喜 h、t代完主僚采翻跡:に{は立直ちに硲木がi埴虐え ; キハ稿芭ノ掠f付司ゴ歩ナへ之冷連シ脅能Eハズy
i付けられた。 テ、空シク村克3シテ泣カUメ占

芸 換所ミ吋の各'fI'I吋J主若干の永銭を }レモノ、二年ニ及ピ、又天国方ニ主宣

言上手内し、下車、笹葉、枯技などを I 1Jテモ、軟宋初冬/ど賞、麦主事未r
E得ていた。 i イづ全ナタザノレニ ~[Ej 、娘立 ζしき君

主 E耳治に入!l、開熊地主主除〈他の i !l)ユ西北風/土砂ヨ吹キ詩書クJレ
= ~ 15か訴の林利止、高島議右衛閉ま l 為メ、愛稲川t職手 Cわかめ):;ff
芸東海道鉄道離路敷設用の暗記を鰐 i 吹切旦、又ハ壬 flTニ埋没♀へ其惨
芸 〈という各自で払い下げを受け、 i 害事名状ス百JラズJ
喜朗治21年から同22年じかけて、韓 i また、住民は燃料、随軒、牛馬
jらず制払レ¥枝葉まで運び去っ j 僻白博場所開ってしまった@
た。嘉主ヨ揮門はζれをき横出港構範 CY:費白井弘〉民おたずね{事

用にしたという。 Cの悦D出しに ! 市史編ざん宝章へく31--Q42わ

w

ろ
い
ろ
と
干
容
す
る
こ
と
が
多
か

ん
ト
っ
た
近
所
白
お
母
さ
ん
害
見

立
耕
一
自
分
た
ち
白
子
供
に
、
あ
あ
じ
ち

E
3
 

、
開
ゃ
い
け
な
い
、
こ
己
ち
ゃ
い
日

早
山
究
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
兄
の

M
W
捕
時
の
よ
う
に
の
び
白
び
喜
雲

行
制
教
と
思
い
な
が
ら
も
、
苦
戸
レ
た
万

?
…
が
い
い
も
り
か
と
思
っ
て
禁
止

し
た
D
、
制
限
?
ど
~
り
す
る
こ
と

少
し
ど
も
る
の
ポ
浴
し
た
い
お
が
多
く
な
っ
て
主
ホ
っ
て
い
た
。

棉
訣
に
み
え
た
汗
話
(
五
識
的
〉
ま
ん
な
援
し
方
の
中
で
、

N
は
白

白
お
母
さ
ん
は
、
雷
同
世
の
中
で
次
分
自
目
的
「
ど
~
い
こ
と
、
や
り
た
い

の
よ
う
に
五
百
Y
Uま
し
た
。
こ
と
も
の
ぴ
白
び
と
で
き
な
い
子

私
自
身
す
む
く
せ
っ
か
ち
な
と
に
な
っ
て
」
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ

こ
る
か
あ
り
、
お
っ
と
り
一
と
構
え
え
こ
こ
で
話
v
ぞ
い
て
も
、
っ

て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
o
N
μ

く
づ
く
、
自
分
の
や
り
方
が
い
け

伺
か
話
し
か
け
一
玉
そ
も
、
「
あ
な
か
っ
た
と
思
え

ζ
れ
か
ゐ
は

っ
そ
吾
、
モ
れ
ず
と
玄
戸
レ
た
町
一

N
歪
押
え
つ
け
て
い
十
向
分
の
せ

と
い
う
よ
う
に
先
進
つ
一
一
二
ご
J
E
ε

っ
か
ち
な
事
ぜ
努
力
し

一
一
戸
一
一
』
紅
咋

て
主
う
。
声
も
犬
き

t
tノ
一
¥
一
γ

て
治
す
よ

2
Eでい

え
ど
な
D
つ
け
る
ζ

野

手

弘

き

た

い

。

と
も
き
ち
。
二
つ
一
一
一
訴
と
孫
基
の
お
母
さ
ん
は

年
上
白
凡
を
脅
で
た
将
一
ト
ト
ト
7

一
守
ず
今
ま
で
白
自
分
を
ふ
D

は
、
は
じ
め
て
の
子
だ
務
云
戸
レ
か
え
D
な
が
ら
、
乙
れ

つ
十
を
い
ち
あ
っ
て
、
お
守
1
3寸一

24d
か
ら
ど
の
よ
古
つ
に
N
謂

だ
っ
こ
し
た
白
、
あ
や
し
た
り
ょ
に
援
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、

く
し
た
し
、
向
か
か
一
や
ろ
う
と
じ
そ
の
手
が
か
り
か
d
見
つ
け
出
す
と

た
訴J
に
は
、
や
り
た
い
よ
う
に
さ
と
が
で
き
た
よ
苔
で
す
。
執
と
L

せ
て
い
た
む
だ
が
、

N
D時
は
、
て
、
同
分
間
身
の
性
wmー
を
よ
く
知

お
と
な
!
ど
苧
の
か
か
ら
な
い
ヂ
り
、
そ
の
ト
ゼ
、
子
れ
に
へ
は
た

だ
っ
た
の
之
さ
ほ
一
ど
予
へ
そ
か
け
接
ム
万
ヂ
ず
ゐ
品
事
が
あ
る
よ
ヨ

た
と
い
う
一
記
他
は
な
い
上
芯
、
大
で
ず
ね
。

き
く
な
っ
て
〈
る
に
従
っ
て
、
い

主主設f室F話料
a結婚式場....…………........".ま， 0001円

'披議室ぎ会場，，'"，，50人以下…"“ 2，2∞巧
。日君。人以下.......弓 2，500円

出い合わせは市民セジ占』事務局電話(32)2235へe

。巡回尽程 3月158U:) 10時~12時出央農

協市筒支所前・ 13時---15時ふじみ野集会所前
ι晦奇地区自治会)/3月23日〈臼)1α時~12時
横内公民館 .13時"'15時 横内団地集会墨書記仁構
内地下主自治会)/3月24日〈月)m時.........12i時 籾
製昨所(株〉寸指二Ij--....15耳モダYプラステ Tク
工業(株)/3月23日〈火)1α時~12時 E株〉
クロコ製作所 .13時~15時 〈株〉三三和ケミカノレ

/3月28けて金) lOf時 ~15時 高砂護耕仁株)/

4月7日くだ)10時時総諸俗学同盟パイロ
ット1z由1
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